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株式会社エルゴ・ブレインズの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成１8年2月16日開催の取締役会において、株式会社エルゴ・ブレインズ（大証ヘラ

クレス：銘柄コード4309）が実施する第三者割当増資を引き受けることにより同社株式を取得する

ことを決議致しましたので、下記の通りお知らせ致します。 

 

 

記 

 

 

１．株式取得の理由  

当社は、主として当社の株主広告代理店である株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ、株

式会社アサツーディ・ケイ、株式会社東急エージェンシーらとの協力関係のもと、ナショナルクライ

アントを中心とする大手広告主のニーズにこたえ得るインターネット広告・マーケティング領域の商

品・サービスを幅広く提供しております。 

一方エルゴ･ブレインズ(以下「エルゴ社」)は、200万人を越える会員が自発的に登録･行動･購

買したデータベース「DreamMail®」を活用して、ダイレクトマーケティング、Ｅコマース、ネットリサー

チ等の事業を展開しております。当社は、平成15年5月に同社株式を取得して以来、同社との協

力関係を強化してまいりました。現在、同社の主力商品DEmail は当社の独占販売商品であり、ま

た昨年は、E コマース、ネットリサーチ等、DEmail以外の事業領域が、将来のe-CRM対応におい

て不可欠な領域になるとの認識から、当該領域の事業開発や収益性の早期確立を一丸となって

迅速に推進するため出資増額を行っております。マネジメント面におきましても、当社グループか

ら代表取締役を含む役員を派遣しており、安定的な協業関係が構築されています。 

今回の株式取得は、この実質的な協力関係を一層明確かつ強固なものとするためのものです。

同社は、不採算事業撤退、コスト体質の改善など一連の改革途上にあるため、現時点においては

厳しい収益状況にありますが、追加的投資および事業構造改革を行うことにより安定的な収益体

質を構築できるものと考えております。さらに今後は、ダイレクトマーケティング分野で同社が有す

る強みやポテンシャルを、当社グループ全体として積極活用する体制をつくり、連結収益性の向

上を追求してまいります。  
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２．株式取得の方法  

株式会社エルゴ・ブレインズが行う第三者割当増資を引き受けることにより、同社株式を取得い

たします。これにより当社は、現在保有している株式とあわせて同社議決権総数の41.0％相当分

（発行済株式総数に対する割合は40.4%。）を所有することとなります。さらに、現在代表取締役お

よび取締役を当社グループより派遣していること等から同社は当社の連結子会社に該当する予定

であります。 

 

株式取得の内容（予定） 

（１）取得株式数および取得後の所有株式の状況  

異動前の所有株式数      1,672,000株  

取得株式数              141,000株  （取得価額 90,240千円）  

異動後の所有株式数        1,813,000株  （保有比率 40.4%）  

（２）株式取得の日程 

申込期日  平成18年3月6日 

払込期日  平成18年3月6日 

 

 

３．株式会社エルゴ・ブレインズの概要 

 

商号 株式会社エルゴ・ブレインズ 

上場取引所 大阪証券取引所ヘラクレス市場 

本店所在地 大阪市北区堂島一丁目6番20号 堂島アバンザ8F 

代表者 代表取締役 最高経営責任者（CEO） 宮田 徹 

資本金 9億302万円 

設立 1997年10月6日 

主な事業内容  マーケティング事業、Eコマース事業 

決算期 12月 

従業員数 75名（連結88名） 2005年12月31日現在 

事務所 東京オフィス、大阪オフィス 

総資産 1,355,172千円(連結)、1,336,397千円（単体） 

売上高 1,984,460千円（連結）、1,880,405千円（単体） 

 

 

４．今後の見通し  

株式会社エルゴ・ブレインズは、現時点においては業績面で厳しい状況にありますが、収益構

造の改革が着実に進みつつあることから、今回の追加投資をおこなうことが、当社にとっても将来

的な業績拡大につながるものと考えております。なお当社が属するインターネット広告業界は成長

途上にあり変動要素が大きいため、業績予想の公表を差し控えさせていただいております。 

 

以 上 


